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研究成果の概要（和文）：「授業研究」が国際的な研究の焦点となって約10年が経過し、この間、国際授業研究
学会の設立、国際学術大会の開催、専門学会誌の発行がなされるようになった。各国単位でも米国、 英国、イ
ンドネシアのように組織化が進行している。
本研究から、ローカル化を進めている主体は、WALSに代表されるグローバルな研究資源からの知見と人的ネット
ワークを自国内に取り込み、また、グローバルなネットワークは、各地区で研究・研修を担っている組織や個人
を取り込みながら、ローカルな知見と人的資源を活用していることが明らかになった。このことは、授業研究の
グローバル化とローカル化が、相互依存・相互影響の関係にあることを示している。

研究成果の概要（英文）：Since middle of 2000’s research and practice of Lesson Study have been 
increasing quantitatively and qualitatively. Its global growth, for instance, indicates establishing
 a world-wide organisation such as WALS and annual conference which is involved 500 representatives 
from more than 40 countries. The localisation of LS also spread in several countries such as in USA,
 UK and Indonesia, which are establishing local organisation to exchange experiences in the local 
context. 
The research team has revealed following extension and intension of LS. Firstly, Global expansion 
such as establishing WALS acquires local human network and local knowledges which are gained by 
local teaching practices. Secondly, LS development at the local networks have been promoted by 
global network and human resources into their particular context. 
The significant research conclusion identified: LS has been grown under strong interactive 
development and interconnected effectiveness between two different levels.
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１．研究開始当初の背景 
「授業研究」は、2000 年代以降、米国およ

びアジア諸国さらに、2010 年代に入って欧州

諸国の教員現職研修および教育学研究におい

て急速に関心を高め、拡大している。その背

景を巨視的に見ると、世界経済のグローバル

化・情報社会化に伴って、知識基盤社会にお

ける「21 世紀型学力」を視野に入れた教育改

革が自国の成長の鍵を握るという戦略的な教

育政策の影響が認められる。他方、学術的視

点から捉えると、授業研究に関心を寄せる大

学や各国の教員研修機関の研究者によって

2009 年に「世界授業研究学会(WALS: World 

Association of Lesson Studies)」が設立され、

2012 年に国際ジャーナル“International 

Journal for Lesson and Learning Studies 

(IJLS)”が発行されるなど、「授業研究」およ

び「教員現職教育」研究の分野は、2000 年代

後半以降、著しくグローバル化が進展し、研

究のネットワークが構築されつつある。 

このような文脈を背景に、研究代表者らは

2011 年から13 年にかけて「アジア都市国家

における『日本型授業研究・校内研修モデル』

導入の可能性に関する研究」として科学研究

費を取得し、その成果としてシンガポール・

インドネシア（バンドン市）における「日本

型」授業研究の有効性を検証し、2 本の学術

論文にまとめ公表した。 

この研究によって、日本を起源とする授業

研究が、すでにそれぞれの現地の教員現職研

修におけるニーズを吸収し、独自の展開を見

せつつあること（ローカル化）ならびに、授

業研究に取り組む諸国がWALS のような国

際学会や各国が主宰する国際会議などを通じ

て世界規模で授業研究に関する経験の交流が

行われていること（グローバル化）が明らか

になった。例えば、シンガポールにおける

「Singapore Lesson Study Symposium 

(SLSS)」やインドネシアにおける

「International Conference on Lesson 

Study」など。 

先述の IJLS をはじめとする世界の授業研究

に関わる最新の学術的成果は、例えば英国を

対象とした Dudley (2012)の研究、シンガポ

ールを対象にしたFang & Lee (2012)の研究、

インドネシアを対象にした Tatang（2012）の

研究にみられるように、いずれも各国の内部

に閉じた研究である。研究代表者は、IJLS の

International Editorial Board の一員とし

て学術論文の査読を行っているが、査読を通

して、現時点がまさに本研究が取り組むよう

な授業研究のグローバル化とローカル化の

関連を構造的に明らかにする世界的な研究

の端緒にさしかかっていること、本研究が授

業研究に関わる研究のさらなる発展を促す

ものであると理解している。 

 
２．研究の目的 
(1) 授業研究の「ローカル化」の解明 

調査対象国（インドネシア、シンガポール、

英国）において、学校関係者（校長・教諭）、

授業研究の研究者および現職教育担当者への

インタビュー調査および学校関係者向けの質

問紙調査を実施し、①各国における授業研究

に関わる政策的背景・社会文化的背景、②大

学や国際機関など、実施の担い手と普及・浸

透プロセスの解明、③授業研究による現職教

員研修の実態（普及の度合いや実施の手順・

方法等）および効果の解明を行うところまで

を研究の範囲とする。 

(2) 授業研究の「グローバル化」の解明 

世界の授業研究の実態に精通し、世界規模

のネットワークを構築してきたWALS の会長

であるChristine Lee 氏（シンガポール国立

教育研究所）ならびに世界的な視点で授業研

究による現職教員研修の研究を重ねてきた

Elaine Wilson 氏（英国ケンブリッジ大学）

へのインタビュー調査を実施し、教員研修に

授業研究を導入することの意味・意義を巨視

的な視点から聞き出し、授業研究のグローバ

ル化の特質と構造を明らかにする。 



(3)社会文化的アプローチによる関連構造の

解明 

上記の調査により明らかにされた、対象国

の授業研究の普及・深化の要因とその過程

（ローカル化）、および対象国における普

及・深化がどのように世界の文脈に位置づけ

られるのか（グローバル化）を調査対象国の

文脈に即して構造的に関連づけ、「世界的な

授業研究に関する構造マップ」を作成するな

ど、社会文化的文脈に即した解明を行うとこ

ろまでを研究の対象とする。 
 
３．研究の方法 
 調査の方法については、半構造化インタビ

ューの方法を用いた個人インタビューを主

な方法とし、加えて、授業研究セミナー参加

者に対する質問紙調査を行う。また、インタ

ビュー内容の分析の際に、講演で用いられた

スライドならびに、講演内容の記録文書を内

容確認のために使用する。 

 

４．研究成果 

本研究においては、WALSの会長や地域の授

業研究に指導的な立場にある主要な構成員

に対して行ったインタビューや、授業研究の

国際的セミナーに参加した参加者に対して

行われた質問紙調査の結果を分析した結果、

以下のことが明らかになった。 

授業研究に関わるグローバルなインタラ

クションが行われる場においては、そこで論

じられる教員資質向上等の課題解決の手法

や事例について、おおむねローカルな知見を

照影していること、また、グローバルなネッ

トワークには、各地のローカルな人的ネット

ワークの中心にいるキーパーソンが、ローカ

ルな文脈を踏まえて論じることでグローバ

ルとローカルの間をつなぎ、問題解決の手が

かりを提起していること。ローカルな場にお

いても、そこにはグローバルな組織から人が

招聘され、そこで論じられる知見がローカル

に持ち込まれ、両者の実践的文脈交換作用が

おきていること。以上のことから、授業研究

の実践と研究の場においては、グローバル化

の深化とローカル化の深化が相互影響関係

を持って、進展していることが確かめられた。 

本研究においては、個別な国・地域に基づ

くローカル＝グローバル間の相互影響関係

については把握することができたが、当初予

定していた社会文化的アプローチについて

は、十分に掘り下げることができなかった。

ローカルな文脈およびグローバルな文脈そ

れぞれが、相互に人的・社会的ネットワーク

に関連付き、その国・地域における授業研究

の浸透とその深化に影響を与えているのか、

構造的な概念化を行うことが本研究に残さ

れた課題である。また、一部のインタビュー

については、まだ十分な検討に至っていない

ため、さらにインタビュー内容の精査分析を

行い、研究成果につなげたいと考えている。 

また、本研究に取り組む過程で、グローバ

ルな授業研究ネットワークの拠点である

WALSの国際大会が2017年11月に名古屋大

学で開催されることが決定した。学術的な意

味では本研究の成果とは言えないが、本研究

におけるグローバル・ローカル間のネットワ

ーク形成という視点が国際会議の誘致に生

かされた。広い意味において、本研究によっ

て得られた成果であるといえる。 
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